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A：ＰＴＣＡが学校運営協議会の下部組織になるため、学校運営協議会の会長が就任することになります。

ＰＴＣＡ組織変更にともなうQ＆Ａ

令和５年８月２２日

Q：なぜＰＴＡをＰＴＣＡに変更するのですか？

A：学校運営協議会を設置する学校をコミュニティスクールといい、東条学園は令和３年度よりこの制度を導入し

ています。このコミュニティスクールは、学校と保護者や地域人達が一緒なって子どもたちの豊かな成長を支え

る学校のことです。一言で表現するなら、地域と共にある学校づくりを進めるための組織です。そのため、ＰＴ

Ａ(保護者・先生・組織)に、C(地域)を加えたＰＴＣＡに変更します。

　そうすることで、地域の資源(知識や知恵、応援体勢)を利用することができて、子どもたちへの支援の幅が広

がります。例えば、５年生の総合学習での田植え体験や稲刈り体験、１年生の昔遊び体験などを指導するのは地

域の経験者が得意とするところです。

Q：ＰＴCＡの会長は誰がなるのですか？

A：ＰＴＣＡの副会長に保護者代表が就任して、対外的な対応や会長の代行など実務的な業務を行います。各部会

は、学校運営協議会の構成員、保護者からの委員（旧ＰＴＡ構成委員）、地域からの委員（応援サポーター登録

者等）で組織されることになります。

Q：ＰＴＡ会長をなくす場合、連Ｐなど対外的な対応はどうするのですか？

A：ＰＴＣＡの副会長に保護者代表が就任して、対外的な対応や会長の代行など実務的な業務を行います。

Q：これまでのＰＴＡ総会はどのようになるのですか？

A：ＰＴＣＡが学校運営協議会の下部組織になるため、会長がＰＴＣＡ総会を招集して、これまでと同じように事

業報告や会計決算、新年度の事業方針などの決定を行いますが、実務的にはＰＴＣＡ副会長(保護者代表)が会の

進行を行います。

Q：東条学園評議員会とＰＴＣＡの関係はどう変わるのですか？

A：東条学園評議員会も同じく、ＰＴＣＡが学校運営協議会の下部組織になるため、会長が招集して年間事業計画

の進捗状況の報告などを行いますが、実務的にはＰＴＣＡ副会長(保護者代表)が会の進行を行います。

Q：現在のＰＴＡ会費はどうなるのですか？

A：子どもたちの教育活動をより充実させるための補助、安全安心な通学環境の改善などに使うため、保護者会費

として継続して集めます。

Q：ＰＴＡ役員はどのようにして選ぶのですか？

A：従来と同じ方法で選びます。

Q：各部会のＰＴＡ委員と学級委員、地区委員の関係はどうなるのですか？

Q：PTCAの組織構成はどのようになりますか？

A：ＰＴＣＡ会長は学校運営協議会会長、ＰＴＣＡ副会長(元ＰＴＡ会長)、ＰＴＣＡ理事を７名おき、学校運営協

議会副会長、コーディネーター、副会長補佐・書記(元ＰＴＡ副会長)、会計・書記補佐(元ＰＴＡ会計)、教頭３

名が務めます。

Q：コミュニティスクールのメリットは何ですか？

A：①組織的・継続的な体制の構築＝持続可能性（校長や教職員の異動があっても、学校運営協議会によって地域

と組織的な連携・協働体制がそのまま継続できる「持続可能性な仕組み」となる。）

②当事者意識・役割分担＝社会総掛かり（校長が作成する学校運営の「基本方針の承認」を通して、学校や地

域、子どもたちが抱える課題に対して関係者が当事者意識を持ち、「役割分担をもって連携・協働による取組」

ができる。

③目標・ビジョンを共有した「協働」活動（学校運営協議会や熟議の場を通して、子どもたちがどのような課題

を抱えているのか、地域でどのような子どもを育てていくのか、何を実現していくのかという「目標・ビジョ

ン」を共通理解できる。
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ＰＴＣＡ組織変更にともなうQ＆Ａ

令和５年８月２２日

A：

Q：今後のコミュニティスクール本格実施に向けて、どんな取組が必要ですか？

A：①会議の年間開催日数と参加者　・学校運営協議会　５回/年　・ＰＴＡ評議員会　５回/年　・地域協働本部

４回/年　各委員

②花壇設置事業（６月～）

③地域と連携した教育活動　・田植え、稲刈り(５年生）・昔遊び体験(1年生)　・天神地域の道路沿い花植

・校外展示　・チャレンジスクール

Q：ＰＴＣＡ組織で保護者からの参画が3名と半分になるが負担が増えるのではないですか？

A：旧ＰＴＡの本部役員業務は、ＰＴＣＡ組織では会長・副会長・理事で行うので、負担が増えることはないと思

います。

Q：ＰＴＡ組織からＰＴＣＡ組織にかわることで、保護者(役員選出者)にどんなメリットがありますか？

A：令和4年度の第4回評議員会において提出されたＰＴＡ委員会活動引継ぎ事項の中に、体育委員会では、体育

大会の時、駐車場係のスタッフが少なく対応できなかった。学級委員会では、学校オープンの受付を年間4回行っ

たが学級委員の調整が大変だった。また、受付担当があたった場合、自分の子どもの参観ができなかった。など

がありましたが、いずれも地域の人達が応援に入ればうまく対応できるのではないかと思います。

Q：


